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議案質疑議案質疑

帯
、対
象
児
童
数
は
１
千
４
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
２
号
）

Ｑ　

お
誕
生
お
め
で
と
う
ギ
フ

ト
の
内
容
は
。　

Ａ　

出
生
に
伴
う
諸
手
続
き
に

来
庁
さ
れ
た
際
に
新
生
児
１
名

に
つ
き
５
千
円
相
当
の
電
子
マ

ネ
ー
を
支
給
す
る
も
の
で
、希

望
に
よ
り
電
子
マ
ネ
ー
に
代
え

て
商
品
券
の
支
給
も
可
能
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、令
和
５
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
埼
玉
県
の
子
育
て
フ

ァ
ミ
リ
ー
応
援
事
業
で
は
、

１
万
円
を
上
限
に
市
町
村
支
給

額
の
２
倍
相
当
の
ギ
フ
ト
支

給
の
上
乗
せ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
市
が
５
千
円
の
支
給
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
県
の
上

限
額
１
万
円
分
の
ギ
フ
ト
と

合
わ
せ
て

１
万
５
千

円
相
当
の

ギ
フ
ト
が

支
給
さ
れ

る
こ
と
と

な
る
。

５月臨時会
５月１１日

◆
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
１
号
）

Ｑ

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

子
ど
も
１
人
に
つ
き
５
万
円
を

給
付
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、支

給
対
象
世
帯
数
の
見
込
み
は
。

Ａ　

支
給
対
象
者
数
は
、ひ
と

り
親
世
帯
が
８
３
０
世
帯
、公

的
年
金
受
給
者
が
10
世
帯
、家

計
急
変
者
が
２
１
０
世
帯
で
、

合
計
１
千
50
世
帯
、対
象
児
童

数
は
１
千
６
０
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
。

　

ひ
と
り
親
以
外
の
子
育
て
世

帯
は
、令
和
４
年
度
の
所
得
が

低
所
得
で
あ
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
受
給
者

が
５
９
０
世
帯
、家
計
急
変
者
が

１
６
０
世
帯
で
、合
計
７
５
０
世

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
支
援
事
業
を
承
認

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
支
援
事
業
を
承
認

　

第
1
回
臨
時
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）」な
ど
、９
議
案
が
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
総
員

で
可
決
・
同
意
・
承
認
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
、副
議
長
、常
任
委
員
な
ど
を
新
た
に

選
出
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ笹本英輔副議長・三浦和也議長

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、
議
長
・
副
議
長
の
大

任
を
拝
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
分
類
が
５
類
と
な
り
、

今
後
は
、
経
済
の
再
生
・
成
長
に

向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
市
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、物
価
高

騰
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
も
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。市
議
会

で
は
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応

す
べ
く
、議
会
機
能
を
最
大
限
に

発
揮
し
、市
民
生
活
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
情
報
化
の
進
展

に
よ
っ
て
、市
民
生
活
の
利
便
性

の
向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化

を
進
め
る
重
要
性
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、こ
う
し
た
D
X
に
対
応
す

べ
く
、デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
議
会

の
効
率
化
や
機
能
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
市
議
会
と
し
て
、実
効
性

の
あ
る
施
策
の
実
現
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主
な
議
案
質
疑

◆
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

Ｑ　
見
舞
金
の
内
容
は
。

Ａ　

犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に

よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の
ご
遺
族

を
対
象
と
す
る
遺
族
見
舞
金
と

犯
罪
行
為
に
よ
る
被
害
に
よ
り

重
症
病
を
負
っ
た
方
を
対
象
と

す
る
重
症
病
見
舞
金
の
２
種
類

で
あ
り
、金
額
は
遺
族
見
舞
金

30
万
円
、重
症
病
見
舞
金
を

10
万
円
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

条
例
で
定
め
る
民
間
支
援

団
体
と
は
。

Ａ　

埼
玉
犯
罪
被
害
者
援
助
セ

ン
タ
ー
の
ほ
か
、当
該
犯
罪
被

害
者
援
助
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
代
表
を
し
て
い
る
一

般
社
団
法
人
狭
山
市
犯
罪
被
害

者
支
援
の
会
で
あ
る
。　

◆
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　
改
正
の
概
要
は
。

Ａ　

法
改
正
に
伴
い
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
格
納
さ
れ
て
い

る
電
子
証
明
書
が
一
部
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、こ
れ
ま
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
使
用

に
加
え
、当
該
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
に
よ
っ
て
も
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
あ
る
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
印
鑑
証
明
書

の
取
得
が
可
能
と
な
る
も
の
。

Ｑ　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
電
子

証
明
書
を
搭
載
す
る
た
め
の
手

続
き
方
法
は
。

Ａ　

現
時
点
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
電
子
証
明
書
を
搭
載
で
き

６月定例会
６月１日～６月１９日

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
・
４
号
）」な
ど
、17
議
案
が
市

長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
可

決
・
同
意
し
ま
し
た
。

る
の
は
一
定
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
基
準
を
満
た
し
た
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
が
搭
載
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
限
ら
れ
る
が
、対
応
可

能
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
を
起

動
す
る
と
申
請
用
の
ボ
タ
ン
が

表
示
さ
れ
る
の
で
、そ
こ
か
ら

画
面
の
指
示
に
従
い
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド

入
力
や
読
み
込
み
な
ど
を
行
う

こ
と
で
電
子
証
明
書
の
搭
載
が

で
き
る
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

車
と
は
、ど
の
よ
う
な
車
両
な
の

か
。

Ａ　

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
に
よ
り
、原
動
機

付
自
転
車
の
一
類
型
と
し
て
新

た
に
定
義
さ
れ
た
も
の
で
、一

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

◆賛否が分かれた議案　　　　　　○…賛成、×…反対、議長は採決には参加しません
議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

健政会 公明党 日本共産党 創造 新政みらい 無所属

笹
本
酒
井
豊
泉
福
田
千
葉
町
田
太
田
三
浦
関
根
船
川
広
山
加
賀
谷
橋
本
大
沢
衣
川
菅
野
金
子
大
島
内
藤
土
方
丸
橋
田
中

44 狭山市立児童館条例の一部を改正する条例修正案（※） × × × × × × ×
議
長

× × × × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

44 狭山市立児童館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

※・・・水野児童館における児童館事業の継続を担保するため、現水野児童館を入曽児童館の分館とする修正案

定
の
基
準
を
満
た
す
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
な
ど
が
こ
れ
に
該
当

す
る
。

◆
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ　

水
野
保
育
所
の
移
転
に
伴

い
名
称
と
住
所
が
変
更
さ
れ
る

が
、移
転
先
の
建
物
の
所
有
権
は
。

Ａ　

水
野
保
育
所
が
移
転
す
る

入
曽
地
区
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
の
建
物
の
所
有
権
は
整
備
し

た
民
間
事
業
者
に
あ
り
、本
市

が
令
和
14
年
度
末
ま
で
リ
ー
ス

契
約
に
よ
り
借
り
受
け
、保
育

所
と
児
童
館
を
運
営
す
る
。　

主
な
議
案
質
疑

◆全員が賛成した議案
◎臨時会　市長提出議案／承認（専決処分）市税条例の一部改正、国民健康保険税条例の一部改正、令和４年
度一般会計補正予算（第12号）、令和４年度介護保険特別会計補正予算（第３号）、令和５年度一般会計補正予
算（第１号）　人事固定資産評価員の選任（増茂直人氏）、監査委員の選任(加賀谷勉氏)　補正予算令和５年度
一般会計（第２号）、水道事業会計（第１号） 
◎定例会　市長提出議案／条例の制定犯罪被害者等支援条例　条例の一部改正印鑑条例、市税条例、子ども・
子育て会議条例、保育所条例　人事人権擁護委員候補者の推薦（粕谷文勝氏) 補正予算令和５年度一般会計
（第３・４号）　その他市道路線（廃止２件・認定５件）、市立入間野中学校内装及び外壁等改修工事請負契約の
締結
議員提出議案／小谷野剛市長に対し反省を求める決議


